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巻 頭 言

大学紀要自然科学編50号に寄せて―未来への希望を託して―

「50号発刊」に際して，その発刊を祝い，自然科学の面からこの25年間を振り返ろうと用意
していたが，さる 3 月��日に日本は一変した。その午後 2 時46分，宮城県沖に未曾有のマグニ
チュード9.0という大地震が発生し，東北・関東の広い太平洋岸へ�0-20ｍもの想定をはるかに
超える大津波が押し寄せ，壊滅的な打撃を受けて瓦礫の山と化した。さらに追い打ちをかける
ように地震と津波による福島第一原発の事故が起きた。既に死者は � 万4,000人を超え，行方
不明者も同数近くあり（20��.8.25現在；死亡：�5,735人，行方不明：4,467人），住む場所を失
った�5万もの人々が不自由な避難所暮らしを強いられている。原発事故は最悪の事態を避ける
べく懸命な復旧作業が続けられているが，既に高濃度の放射性物質が原子炉内部から空中や海
水へ漏出し，事故の規模は，チェルノブイリ原発事故と同じレベル 7 と認定された。近隣住民
には避難勧告が出され，困難な復旧作業が日夜続けられ，日本人の総力戦のような緊迫した状
態が続いている。

日吉での地震の揺れも，未経験の強さであったものの，建物や人に甚大な被害はなく幸いで
あった。しかし，その後の停電と電車の運休により，学事日程中ではなかったものの，多くの
教職員・学生が「帰宅難民」となり大学内で一夜を明かした。以後，卒業式・大学院の学位記
授与式は中止され，多数が集まる大学の集会･シンポジウムも中止，日吉地区では一日 3 時間
程度の計画停電が実施され，入学式も延期となり，日吉の学事日程は繰り延べて 4 月�8日から
学部ガイダンスという異例の措置となった。

思えば，この紀要50号を発刊するまでの25年間，日本は阪神淡路の大震災はあったものの，
それも早期に克服し，安定した経済力，信頼できる製品を生産･輸出する科学技術の国として
高く評価されてきたと思う。このように国難ともいうべき日本の危機が訪れようとはだれも予
想しなかったろう。今，この危機に直面してその問題の基盤を考えると，「地震や津波の予想
と対策」，「原子力発電とその他のエネルギーの問題」，「放射能の生態系・生物への影響」など
であり，これらはまぎれもなく自然科学分野のテーマである。一面瓦礫となった集落跡に立つ
被災者に，自然科学の研究者としてすぐ力になれることは何もないに等しいが，未来に向かっ
て希望を持って復旧･復興しようとするとき，自然科学の研究はいつか，何かの助けとなると
信じたい。

この自然科学編については，初期長らく磯野直秀先生が編集代表者として投稿規定や編集方
法など細部の整備に大きく貢献された。その磯野先生が本号で少し紹介されているが，この自
然科学編は原稿不足で悩むこともあまりなく，この25年間に年間 2 号のペースで，多くの貴重
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な原著論文・研究ノート・資料などの報文が刊行され，平成�6年からインターネットで読める
ON LINE 版も発信された。大学紀要としてその役割をしっかりと果たしているといえよう。
これまでの多くの投稿者の皆様に，この場を借りて御礼を申し上げたい。

日吉キャンパスでは，計画停電は解消されたものの，余震はなお続き，電力供給不足から節
電下の授業が求められている。壊滅的な状態で研究どころではない大学も多い中，つくづく，
自然科学の研究が進められる事を感謝しつつ，その発達が現在の日本の窮地に役立つことが出
来るよう，本編の刊行が未来への希望につなぐことが出来るよう，衷心から祈るものである。

20��年 4 月�8日 日吉紀要刊行委員会　委員長　秋山豊子（生物学）　


